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告 示
名古屋港管理組合告示第３１号
　平成２３年１１月定例名古屋港管理組合議会の議決を経た平成２３年度名古屋港管理組合補正予算の要領は、次のとおりである。
　　平成２３年１２月１日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　
愛知県知事　大村　秀章　

　　　平成２３年度名古屋港管理組合一般会計補正予算
　平成２３年度名古屋港管理組合一般会計の補正予算は、次に定めるところによる。
　（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，３７４，０００千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
３１，７７４，０００千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出
予算補正」による。

　（繰越明許費の補正）
第２条　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができる経費は、
「第２表　繰越明許費補正」による。

　（債務負担行為の補正）
第３条　債務負担行為の補正は、「第３表　債務負担行為補正」による。
　（組合債の補正）
第４条　組合債の補正は、「第４表　組合債補正」による。
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　第１表　歳入歳出予算補正
　　　　歳　　　入

計補 正 額補 正 前 の 額項款
千円千円千円

６，０８５，８９５７５，６７３６，０１０，２２２２　使用料及び手数料

６，０８５，８８５７５，６７３６，０１０，２１２１  使 用 料

１，４７３，４９９４５，９９６１，４２７，５０３３  国 庫 支 出 金

１，４７３，４９９４５，９９６１，４２７，５０３１  国 庫 負 担 金

３２５，６００３，５００３２２，１００６  繰 入 金

３２５，６００３，５００３２２，１００１  他 会 計 繰 入 金

１，４７１，５２８１，０７１，５２８４００，０００７  繰 越 金

１，４７１，５２８１，０７１，５２８４００，０００１  繰 越 金

２，９１３，７８８２２，９７８２，８９０，８１０８  諸 収 入

２９９，１７９２２，９７８２７６，２０１６  雑 入

３，９９４，５００１５４，３２５３，８４０，１７５９  組 合 債

３，９９４，５００１５４，３２５３，８４０，１７５１  組 合 債

３１，７７４，０００１，３７４，０００３０，４００，０００歳　　　　入　　　　合　　　　計

　　　　歳　　　出

計補 正 額補 正 前 の 額項款
千円千円千円

３，２３８，５２３６３，３５５３，１７５，１６８２  総 務 費

３，１６８，２７９６３，３５５３，１０４，９２４１  総 務 管 理 費

１，０５６，０７０７，０００１，０４９，０７０３  企 画 調 整 費

１６２，４８５７，０００１５５，４８５２  調 査 費

３，０５４，６６７１１，０３９３，０４３，６２８４  港 営 費

１，７１０，９０８１１，０３９１，６９９，８６９２  運 営 費

９，４５５，８２１４４９，６０６９，００６，２１５５  建 設 費

１，４４１，３５６７，４４２１，４３３，９１４１  建 設 管 理 費

８，０１４，４６５４４２，１６４７，５７２，３０１２  整 備 費

１４，６１５，０００８４３，０００１３，７７２，０００６  公 債 費

１４，６１５，０００８４３，０００１３，７７２，０００１  公 債 費

３１，７７４，０００１，３７４，０００３０，４００，０００歳　　　　出　　　　合　　　　計
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　第２表　繰越明許費補正

　第３表　債務負担行為補正

　第４表　組合債補正

金　　　　　額事　　　　業　　　　名項款
千円

７，０００防 災 対 策 調 査 費１　総　務　管　理　費２　総　　　務　　　費

６８，０００中 川 運 河 護 岸 補 修 費

２　整　　　備　　　費５　建　　　設　　　費
３７，０００中 川 口 通 船 門 補 修 費

６，５００ガーデンふ頭文化厚生施設補修費

３７，０００大手ふ頭（南）護岸整備費

補　　　　正　　　　後補　　　　正　　　　前
事　　　　　　　　　項

限　度　額期　　　間限　度　額期　　　間
千円千円

６，０００平　成　２４　年　度－－ガーデンふ頭文化厚生施設補修費

償　　還　　の　　方　　法利　　　率起債の方法
限　　　　　度　　　　　額

起債の目的
計補　正　額補正前の額

政府資金については融資条件によ
り、銀行その他の場合には起債年度
から据置期間を含めて３０年度間以
内に元利均等、元金均等若しくは元
金不均等の方法で毎年度１期若し
くは２期に分けて償還し、又は満期
日に元金を一括して償還する。た
だし、組合財政その他の都合により
据置期間及び償還期間を短縮し、若
しくは繰上償還し、又は借り換える
ことができる。

千円千円千円

８ ．５％以内
普 通 貸 借
又 は
債 券 発 行

３，３４８，０００１２２，０００３，２２６，０００公 共 事 業

６４６，５００３２，３２５６１４，１７５コンテナ埠頭
整 備 事 業

３，９９４，５００１５４，３２５３，８４０，１７５計
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　　　平成２３年度名古屋港管理組合基金特別会計補正予算
　平成２３年度名古屋港管理組合基金特別会計の補正予算は、次に定めるところによる。
　（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２８，６００千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４２４，６００千円
とする。

２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出
予算補正」による。

　第１表　歳入歳出予算補正
（△印は、減額を示す。）

　　　　歳　　　入

計補 正 額補 正 前 の 額項款
千円千円千円

１３４，７００１６，７００１１８，０００１  水族館振興基金収入

３，３３４△　５６３，３９０１  財 産 収 入

６，７５０２，２５０４，５００２  寄 附 金

１１３，６００３，５００１１０，１００４  積 戻 金

１１，００６１１，００６－５  繰 入 金

２２５，９００１１，９００２１４，０００３  環 境 振興基金収入

１，９２１△　３９１，９６０１  財 産 収 入

１１，９３９１１，９３９－５  繰 入 金

４２４，６００２８，６００３９６，０００歳　　　　入　　　　合　　　　計

　　　　歳　　　出

計補 正 額補 正 前 の 額項款
千円千円千円

１３４，７００１６，７００１１８，０００１  水 族 館 振 興 基 金

２１，１００１３，２００７，９００１  積 立 金

１１３，６００３，５００１１０，１００２  繰 出 金

２２５，９００１１，９００２１４，０００３  環 境 振 興 基 金

１３，９００１１，９００２，０００１  積 立 金

４２４，６００２８，６００３９６，０００歳　　　　出　　　　合　　　　計
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名古屋港管理組合告示第３２号
　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第１項及び名古屋港管理組合財政状況の公表に関する条例（平成１３年名
古屋港管理組合条例第５号）の規定に基づき、平成２３年４月１日から平成２３年９月３０日までの期間における名古屋港管理組
合の財政状況を次のとおり公表する。
　　平成２３年１２月１日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　
愛知県知事　大村　秀章　

　　　名古屋港管理組合の財政の状況
１　平成２３年度予算の執行状況（平成２３年９月３０日現在）
　�　一般会計

　　

歳　　入

備 考収 入 済 額予 算 現 額歳 入 区 分
円円

２，２９３，９２０，０００１０，３４５，９４２，０００分担金及び負担金

２，９４６，１１５，２０２６，０１０，２２２，０００使用料及び手数料

１６９，８２０，０００１，４５１，６２３，０００国 庫 支 出 金

２，６８８，４３６，３４０５，１６３，２３８，０００財 産 収 入

０１０，０００寄 附 金

０３２２，１００，０００繰 入 金

１，４７５，７０８，５８６４０４，１８０，０００繰 越 金

１，００６，７６０，１７３２，８９０，８１０，０００諸 収 入

３２，０００，０００４，３７２，１７５，０００組 合 債

１０，６１２，７６０，３０１３０，９６０，３００，０００歳 入 合 計

歳　　出

備 考支 払 済 額予 算 現 額歳 出 区 分
円円

７４，９５６，２５７１５３，９１９，０００議 会 費

７５０，４０７，３６４３，１７５，１６８，０００総 務 費

４１２，０２６，７０８１，０４９，０７０，０００企 画 調 整 費

１，３５７，７９６，８３５３，０４３，６２８，０００港 営 費

２，５１１，６４６，４２１９，５６６，５１５，０００建 設 費

６，４６７，０１１，７０８１３，７７２，０００，０００公 債 費

０２００，０００，０００予 備 費

１１，５７３，８４５，２９３３０，９６０，３００，０００歳 出 合 計

※予算現額には、前年度からの繰越額を含む。
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　�　特別会計

２　財産の状況（平成２３年９月３０日現在）

　　

歳　　入

備 考収 入 済 額予 算 現 額歳 入 区 分
円円

６，７５０，１３２１１８，０００，０００水族館振興基金収入

３２，９５１６４，０００，０００海事文化振興基金収入

５３４，４０３２１４，０００，０００環境振興基金収入

７，３１７，４８６３９６，０００，０００歳 入 合 計

歳　　出

備 考支 払 済 額予 算 現 額歳 出 区 分
円円

６，７５０，１３２１１８，０００，０００水 族 館 振 興 基 金

３２，９５１６４，０００，０００海事文化振興基金

５３４，４０３２１４，０００，０００環 境 振 興 基 金

７，３１７，４８６３９６，０００，０００歳 出 合 計

現 在 高区 分

公 有 財 産

９，４４６，５１８．０４㎡土 地

１６７，８５２．５６㎡建 物

－山 林

船舶２隻等動 産

１５４．８６㎡物 権

３件無 体 財 産 権

２，９０３，２００，０００円有 価 証 券

１７３，０００，０００円出 資 に よ る 権 利

－不動産の信託の受益権

４４７件物 品

２０，７７２，５７９，６７４円債 権

３，００２，３４３，６６０円基 金
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３　組合債等の現在高（平成２３年９月３０日現在）

４　一時借入金の現在高（平成２３年９月３０日現在）

名古屋港管理組合告示第３３号
　地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第４０条の２及び名古屋港管理組合港湾整備事業の設置等に関する条例（昭和４１
年名古屋港管理組合条例第１２号）第７条の規定に基づき、施設運営事業及び埋立事業の平成２３年４月１日から平成２３年９月
３０日までの期間における業務の状況を次のとおり公表する。
　　平成２３年１２月１日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　
愛知県知事　大村　秀章　

　　　名古屋港管理組合施設運営事業会計の業務の状況
１　事業の概況
　�　経営業務
　　　この期間中における各事業の収益額及び提供施設量は、次のとおりである。

　　　（注）提供施設量は、平成２３年９月３０日現在の数量であり、面積は、有効面積である。
　�　建設改良事業

ア　上屋整備事業
稲永ふ頭受電所受変電設備改修工事等を施工中である。

イ　荷役機械整備事業
金城ふ頭４号起重機改修及び移設工事等を施工中である。

現 在 高区 分
円

公 共 事 業 債 ７４，５７１，４０６，７６６

１８，３０１，４２６，５１４港 湾 整 備 事 業 債

１１，０９９，１８９，４８５単 独 事 業 債

１２，９４０，４５７，６７４転 貸 債

１１６，９１２，４８０，４３９計

現 在 高借入限度額区 分
円円

０４，０００，０００，０００一 般 会 計

提　　供　　施　　設　　量収　益　額区　　　　　分
円

（　　　  ９１，０９３㎡）２３棟　一般使用４４７，５９３，７５０上 屋 運 営 事 業
（　　　  ３９，１８６㎡）１８棟　専用使用
（　　　 ５０３，４５０㎡）１か所一般使用２３５，１６６，９８４貯 木 場 運 営 事 業
（　　　 ９９５，４３０㎡）７か所専用使用

１０基　５３９，３６９，８１９荷 役 機 械 運 営 事 業
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２　経理の状況
　　平成２３年９月３０日現在の合計残高試算表は、次のとおりである。

施設運営事業会計合計残高試算表
平成２３年９月３０日現在

貸　　　　　　　　方
勘　定　科　目

借　　　　　　　　方

残　　高合　　計当　　期当　　期合　　計残　　高

円円円円円円

１９，２７７，３６０，９５４固　定　資　産９，７９７，５００３１，５６０，７５７，６０９１２，２８３，３９６，６５５

１９，２７７，３６０，９５４有形固定資産９，７９７，５００３１，２１６，４０２，８８７１１，９３９，０４１，９３３

無形固定資産５８，３５４，７２２５８，３５４，７２２

投 資２８６，０００，０００２８６，０００，０００

４，０２４，４５５，１３２４，０２４，４５５，１３２流　動　資　産３，６３９，０６１，４６８７，０６８，８８１，０２０３，０４４，４２５，８８８

１，８７４，２０４，７９０１，８７４，２０４，７９０現 金 ・ 預 金１，７３７，８７６，３４２４，６５５，７３１，０４２２，７８１，５２６，２５２

１，７３７，８７６，３４２１，７３７，８７６，３４２未 収 金１，６８６，１９２，０２６１，９７４，９４７，９３０２３７，０７１，５８８

３９９，８７４，０００３９９，８７４，０００有 価 証 券１９９，９４６，０００３９９，８７４，０００

貯 蔵 品８，８８０，９４８８，８８０，９４８

１２，５００，０００１２，５００，０００その他流動資産１５，０４７，１００２９，４４７，１００１６，９４７，１００

２０，９０６，６５０１，９２３，０１２，１９４１，２２４，１４８，１６６流　動　負　債１，９０２，１０５，５４４１，９０２，１０５，５４４

４，９１０，３３０１，８７９，１１５，１２０１，１９８，４４５，２６０未 払 金１，８７４，２０４，７９０１，８７４，２０４，７９０

１５，９９６，３２０４３，８９７，０７４２５，７０２，９０６その他流動負債２７，９００，７５４２７，９００，７５４

９，１３９，９９３，８１０９，４６７，５３０，８７８資　　本　　金３２７，５３７，０６８３２７，５３７，０６８

８，１７３，１１０，９１５８，１７３，１１０，９１５自 己 資 本 金

９６６，８８２，８９５１，２９４，４１９，９６３借 入 資 本 金３２７，５３７，０６８３２７，５３７，０６８

５，５３７，０２３，８０１５，５４９，７４５，５０９剰　　余　　金１２，７２１，７０８

５，５４９，７４５，５０９５，５４９，７４５，５０９資 本 剰 余 金

欠 損 金１２，７２１，７０８１２，７２１，７０８

１，２５９，９２８，４６９１，２５９，９２８，４６９１，２５９，９２８，４６９施設運営事業収益

１，２５９，１６８，１２３１，２５９，１６８，１２３１，２５９，１６８，１２３営 業 収 益

７６０，３４６７６０，３４６７６０，３４６営 業 外 収 益

６８６，６５１６８６，６５１施設運営事業費用６３０，７１６，８３８６３０，７１６，８３８６３０，０３０，１８７

６８６，６５１６８６，６５１営 業 費 用６０７，５３６，３７７６０７，５３６，３７７６０６，８４９，７２６

営 業 外 費 用２３，１８０，４６１２３，１８０，４６１２３，１８０，４６１

１５，９５７，８５２，７３０４１，５０２，７１９，７８７６，５０９，２１８，４１８合　　　計６，５０９，２１８，４１８４１，５０２，７１９，７８７１５，９５７，８５２，７３０
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３　平成２２年度施設運営事業会計の決算の状況
　�　総括事項

　平成２２年度における本事業の経営状況は、約１億１，７００万円の利益を計上した。
　提供施設量は、上屋４１棟（一般使用２３棟・有効面積９１，０９３㎡、専用使用１８棟・同３９，１８６㎡）、貯木場８か所（水面貯木
場６か所・有効面積１，３１５，６９９㎡、陸上貯木場１か所・同１１１，１８３㎡、製材品置場１か所６棟・同７１，９９８㎡）、荷役機械１０
基である。
　また、建設改良事業は総額３６３，６５７，０００円で、主な整備状況としては、稲永ふ頭北４号上屋受変電設備の改修工事、飛
島北３号起重機電装品の改修工事を施工し、金城ふ頭４号起重機の改修工事に着手した。

　�　収益的収入及び支出
ア　収　　入

備　　　　　考予算額に比べ執行済
額 の 増 （ △ ） 減執　行　済　額予　　算　　額区　　　　　分

うち、仮受消費税
及び地方消費税　

円円円

１２０，５７２，０１８円△　３５，４５２，９０３２，６７４，５４７，０９７２，７１０，０００，０００第１款　施設運営事業収益

１２０，５７２，０１８円△　３６，１９０，５８８２，６５３，０７３，４１２２，６８９，２６４，０００　第１項  営 業 収 益

７４７，９９２６，９２２，９９２６，１７５，０００　第２項  営 業 外 収 益

△　１０，３０７１４，５５０，６９３１４，５６１，０００　第３項  特 別 利 益

イ　支　　出

備　　　　　考不　　用　　額執　行　済　額予　　算　　額区　　　　　分

うち、仮払消費税
及び地方消費税　

円円円

５２，５２６，７４２円１４１，５１２，１５３２，５４９，４８７，８４７２，６９１，０００，０００第１款　施設運営事業費用

５２，５２６，３８２円１３４，９７８，０７０２，４０１，８３１，９３０２，５３６，８１０，０００　第１項  営 業 費 用

３６０円１３，７７６１３３，１０５，２２４１３３，１１９，０００　第２項  営 業 外 費 用

１０，３０７１４，５５０，６９３１４，５６１，０００　第３項  特 別 損 失

６，５１０，００００６，５１０，０００　第４項  予 備 費

ウ　損益計算書
　　（平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで）

貸　　　　　　　　方借　　　　　　　　方

金　　　　　額科　　　　　目金　　　　　額科　　　　　目
円円

２，５５３，９７５，０７９施設運営事業収益２，４３６，７７１，８０５施設運営事業費用

２，５３２，５０１，３９４  営 業 収 益２，３４９，３０５，５４８  営 業 費 用

６，９２２，９９２  営 業 外 収 益７２，９１５，５６４  営 業 外 費 用

１４，５５０，６９３  特 別 利 益１４，５５０，６９３  特 別 損 失

１１７，２０３，２７４ 当 年 度 純 利 益

２，５５３，９７５，０７９計２，５５３，９７５，０７９計
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　�　資本的収入及び支出

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額７７９，２０２，６９０円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額
７，８５５，８３４円及び過年度分損益勘定留保資金７７１，３４６，８５６円で補てんした。

　　　名古屋港管理組合埋立事業会計の業務の状況
１　事業の概況
　　土地造成事業
　　本年度の主な業務は、用地整備として給水管布設３４０ｍを予定し、現在鋭意施行中である。
２　経理の状況
　　平成２３年９月３０日現在の合計残高試算表は、次のとおりである。

ア　収　　入

備　　　　　考予算額に比べ執行済
額 の 増 （ △ ） 減執　行　済　額予　　算　　額区　　　　　分

円円円

△　３０，０００２８１，０００，０００２８１，０３０，０００第１款  資 本 的 収 入

△　１０，００００１０，０００　第１項  固 定 資 産
　　　　  売 却 代 金

△　１０，００００１０，０００　第２項  寄 附 金

０２８１，０００，０００２８１，０００，０００　第３項  貸付金返還金

△　１０，００００１０，０００　第４項  そ の 他
　　　　  資 本 的 収 入

イ　支　　出

備　　　　　考不　　用　　額執　行　済　額予　　算　　額区　　　　　分

うち、仮払消費税
及び地方消費税　

円円円

７，８５５，８３４円２９，７９７，３１０１，０６０，２０２，６９０１，０９０，０００，０００第１款  資 本 的 支 出

７，８０７，４７６円２９，２４３，０００３６３，６５７，０００３９２，９００，０００　第１項  建 設 改 良 費

４８，３５８円５５３，０００１，０５０，０００１，６０３，０００　第２項  固 定 資 産
　　　　  購 入 費

１，３１０６９５，４９５，６９０６９５，４９７，０００　第３項  企業債償還金

ウ　貸借対照表
　　（平成２３年３月３１日）

貸　　　　　　　　方借　　　　　　　　方

金　　　　　額科　　　　　目金　　　　　額科　　　　　目
円円

６９８，８６４，０２８ 流 動 負 債１２，２７３，５９９，１５５ 固 定 資 産

６８０，６６９，８６０  未 払 金１１，９２９，２４４，４３３  有 形 固 定 資 産

１８，１９４，１６８  その他流動負債５８，３５４，７２２  無 形 固 定 資 産

９，４６７，５３０，８７８ 資 本 金２８６，０００，０００  投 資

８，１７３，１１０，９１５  自 己 資 本 金３，４２９，８１９，５５２ 流 動 資 産

１，２９４，４１９，９６３  借 入 資 本 金２，９１７，８５４，７００  現 金 ・ 預 金

５，５３７，０２３，８０１ 剰 余 金２８８，７５５，９０４  未 収 金

５，５４９，７４５，５０９  資 本 剰 余 金１９９，９２８，０００  有 価 証 券

１２，７２１，７０８  欠 損 金８，８８０，９４８  貯 蔵 品

１４，４００，０００  その他流動資産

１５，７０３，４１８，７０７負債資本合計１５，７０３，４１８，７０７資　産　合　計
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埋立事業会計合計残高試算表
平成２３年９月３０日現在

貸　　　　　　　　方
勘　定　科　目

借　　　　　　　　方

残　　高合　　計当　　期当　　期合　　計残　　高
円円円円円円

３，９１７，３２８固 定 資 産４００，０００，０００６，６５４，８１７，７４４６，６５０，９００，４１６

３，９１７，３２８有形固定資産４，８６３，１９４９４５，８６６

投 資４００，０００，０００６，６４９，９５４，５５０６，６４９，９５４，５５０

３７，２６１，５１４，１４２２９１，０２３，５７０土 地 造 成２３７，５５２，１４２１１１，６０７，５０３，４６０７４，３４５，９８９，３１８

完 成 土 地７８６，６７９，７７８７８６，６７９，７７８

３７，２６１，５１４，１４２２９１，０２３，５７０未 成 土 地２３７，５５２，１４２１１０，８２０，８２３，６８２７３，５５９，３０９，５４０

１５，８６１，３３９，１９３１５，８６１，３３９，１９３流 動 資 産１５，２２８，９５５，５０１２７，５９９，８１４，５５８１１，７３８，４７５，３６５

６，２８７，８６１，７３６６，２８７，８６１，７３６現 金 ・ 預 金４，９５８，８６１，９５５１４，６０４，５８９，７３４８，３１６，７２７，９９８

４，９５８，８６１，９５５４，９５８，８６１，９５５未 収 金５，０６４，０３９，６４４５，０７５，８４７，９２２１１６，９８５，９６７

４，５９８，４３４，５００４，５９８，４３４，５００有 価 証 券５，１９８，３２７，９００７，８９７，２５０，９００３，２９８，８１６，４００

前 払 金４，０４５，０００４，０４５，０００４，０４５，０００

１６，１８１，００２１６，１８１，００２その他流動資産３，６８１，００２１８，０８１，００２１，９００，０００

５９，８６５，９１６，０６１５９，８６５，９１６，０６１固 定 負 債

５９，４５３，７９５，０６１５９，４５３，７９５，０６１前 受 金

４１２，１２１，０００４１２，１２１，０００その他固定負債

１６，８０２，８２９６，３３０，７０２，３０９５，９７５，３２９，６５１流 動 負 債６，３１３，８９９，４８０６，３１３，８９９，４８０

３，７９９６，２８８，４１２，９３５５，９５０，６２８，１１１未 払 金６，２８８，４０９，１３６６，２８８，４０９，１３６

１６，７９９，０３０４２，２８９，３７４２４，７０１，５４０その他流動負債２５，４９０，３４４２５，４９０，３４４

３１，９３９，４３７，１９０３１，９３９，４３７，１９０資 本 金

３１，９３９，４３７，１９０３１，９３９，４３７，１９０自 己 資 本 金

８６０，３４０，３９０８９９，１１３，１７６１９，３８６，４４８剰 余 金１９，５４０，３６８３８，７７２，７８６

３，１０８，８９４３，１０８，８９４資 本 剰 余 金

８５７，２３１，４９６８７６，６１７，９４４１１０利 益 剰 余 金１９，３８６，４４８１９，３８６，４４８

１９，３８６，３３８１９，３８６，３３８欠 損 金１５３，９２０１９，３８６，３３８

１５２，２３０，８８２１５２，２３０，８８２１５２，２３０，８８２埋立事業収益

１５２，２３０，８８２１５２，２３０，８８２１５２，２３０，８８２営 業 外 収 益

１１４，１４８１１４，１４８埋立事業費用９９，４７６，４０１９９，４７６，４０１９９，３６２，２５３

１１４，１４８１１４，１４８営 業 費 用８１，５６５，２４１８１，５６５，２４１８１，４５１，０９３

営 業 外 費 用１７，９１１，１６０１７，９１１，１６０１７，９１１，１６０

９２，８３４，７２７，３５２１５２，３１４，２８４，４２９２２，２９９，４２３，８９２合　　　計２２，２９９，４２３，８９２１５２，３１４，２８４，４２９９２，８３４，７２７，３５２
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３　平成２２年度埋立事業会計の決算の状況
　�　総括事項

　本年度の建設改良工事は、主に南部地区では緑地維持及び道路清掃を、西部地区においては排水管布設を、また、南
５区においてはⅢ工区緑地基本計画調査及び橋梁点検を行った。
　また経営状況は、約２，０００万円の損失を計上した。

　　ア　造成事業
　主な事業は、南部地区においては、緑地維持及び道路清掃を行った。
　西部地区においては、西部第１貯木場跡地において、排水管布設工を行った。
　南５区においては、Ⅲ工区緑地基本計画調査及び橋梁点検調査を行った。

　　イ　土地売却状況
本年度の新たな土地売却はなかった。
なお現在までの南部及び西部地区の売却状況は、売却予定面積２４，６００，７９４．５８㎡に対して９８．１５％となっている。

　�　収益的収入及び支出
ア　収　　入

備　　　　　考予算額に比べ執行済
額 の 増 （ △ ） 減執　行　済　額予　　算　　額区　　　　　分

うち、仮受消費税
及び地方消費税　

円円円

２，６９４，０２６円３，５４４，０５３２９３，２６８，０５３２８９，７２４，０００第１款  埋立事業収益

２，６９４，０２６円３，５７４，０５３２９３，２６８，０５３２８９，６９４，０００　第１項  営 業 外 収 益

△　３０，００００３０，０００　第２項  特 別 利 益

イ　支　　出

備　　　　　考不　　用　　額執　行　済　額予　　算　　額区　　　　　分

うち、仮払消費税
及び地方消費税　

円円円

６１３，３１４円４０，７３７，２６２３１０，２６２，７３８３５１，０００，０００第１款  埋立事業費用

６１３，２７８円３３，３５１，５５２２９１，２７８，４４８３２４，６３０，０００　第１項  営 業 費 用

３６円８，７１０１８，９８４，２９０１８，９９３，０００　第２項  営 業 外 費 用

３０，００００３０，０００　第３項  特 別 損 失

７，３４７，００００７，３４７，０００　第４項  予 備 費

ウ　損益計算書
　　（平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで）

貸　　　　　　　　方借　　　　　　　　方

金　　　　　額科　　　　　目金　　　　　額科　　　　　目
円円

２９０，２６３，０８６ 埋 立 事 業 収 益３０９，６４９，４２４ 埋 立 事 業 費 用

２９０，２６３，０８６  営 業 外 収 益２９０，６６５，１７０  営 業 費 用

１９，３８６，３３８ 当 年 度 純 損 失１８，９８４，２５４  営 業 外 費 用

３０９，６４９，４２４計３０９，６４９，４２４計
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　�　資本的収入及び支出

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額３，５５２，７４４，６６４円は、繰越工事資金３，５５１，７４４，６６４円及び減債積立金
１，０００，０００円で補てんした。

ア　収　　入

備　　　　　考予算額に比べ執行済
額 の 増 （ △ ） 減執　行　済　額予　　算　　額区　　　　　分

うち、仮受消費税
及び地方消費税　

円円円

２６９，８２４円６，１３１，６２９５３２，０２６，６２９５２５，８９５，０００第１款  資 本 的 収 入

２６９，８２４円６，１３１，６２９３５６，０２６，６２９３４９，８９５，０００　第１項  雑 収 入

０１７６，０００，０００１７６，０００，０００　第２項  貸付金返還金

イ　支　　出

備　　　　　考不　　用　　額執　行　済　額予　　算　　額区　　　　　分

うち、仮払消費税
及び地方消費税　

円円円

２，６６１，４７７円２９４，５２２，７０７４，０８４，７７１，２９３４，３７９，２９４，０００第１款  資 本 的 支 出

１３，８７８円４，２５１，５０５１９，９０４，４９５２４，１５６，０００第１項  南 部 地 区
　　　  埋 立 事 業 費

２，５５４，９６８円２３４，１７４，２１０６２４，６８０，７９０８５８，８５５，０００第２項  西 部 地 区
　　　  埋 立 事 業 費

５５，３４８円１７，６１４，７３３３８，５８５，２６７５６，２００，０００第３項  南 ５ 区
　　　  埋 立 事 業 費

３７，２８３円２５，６６５，７８９１４７，２６１，２１１１７２，９２７，０００第４項  総 係 費

２，０００，３２０２３９，８７６，６８０２４１，８７７，０００第５項  企 業 債 費

４５０１，６９４，７６９，５５０１，６９４，７７０，０００第６項  他会計貸付金

８１５，０００１，２９９，１８５，０００１，３００，０００，０００第７項  投資有価証券

７００２０，５０８，３００２０，５０９，０００第８項  雑 支 出

１０，０００，００００１０，０００，０００第９項  予 備 費
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名古屋港管理組合告示第３４号
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第２２条第１項の規定に基づき、平成２２年度決算に基づ
く名古屋港管理組合公営企業の資金不足比率を次のとおり公表する。
　　平成２３年１２月１日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　
愛知県知事　大村　秀章　

　平成２２年度決算に基づく名古屋港管理組合公営企業の資金不足比率

備考
　１　資金不足比率の「－」は、資金不足額がないことを示す。
　２　地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令第１９条に定める資金不足比率の経営健全化基準は２０％である。

　１１月１４日招集された定例名古屋港管理組合議会は、会期を４日と決定し、１７日議事終了閉会した。
　付議事件等及びその結果は、下記のとおりである。

記
１　名古屋港管理組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について　　　　　　　　　　原案可決
２　一般会計・特別会計決算特別委員会の設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可　　決
３　一般会計・特別会計決算特別委員会委員の選任

田　辺　雄　一
飛　田　常　年
西　川　厚　志
余　語　さやか
河　合　　　優
宮　地　美　角
熊　田　裕　通

ウ　貸借対照表
　　（平成２３年３月３１日）

貸　　　　　　　　方借　　　　　　　　方

金　　　　　額科　　　　　目金　　　　　額科　　　　　目
円円

５９，８６５，９１６，０６１固 定 負 債６，２５０，９００，４１６固 定 資 産

５９，４５３，７９５，０６１前 受 金９４５，８６６有 形 固 定 資 産

４１２，１２１，０００そ の 他 固 定 負 債６，２４９，９５４，５５０投 資

３５４，８２５，２５８流 動 負 債７４，３９７，５４３，２８５土 地 造 成

３３７，２３７，４２４未 払 金７８６，６７９，７７８完 成 土 地

１７，５８７，８３４そ の 他 流 動 負 債７３，６１０，８６３，５０７未 成 土 地

３１，９３９，４３７，１９０資 本 金１２，３７２，０７５，１９８流 動 資 産

３１，９３９，４３７，１９０自 己 資 本 金９，６４５，７２７，７７９現 金 ・ 預 金

８６０，３４０，３９０剰 余 金１３，０２４，４１９未 収 金

３，１０８，８９４資 本 剰 余 金２，６９８，９２３，０００有 価 証 券

８７６，６１７，８３４利 益 剰 余 金１４，４００，０００そ の 他 流 動 負 債

１９，３８６，３３８欠 損 金

９３，０２０，５１８，８９９負 債 資 本 合 計９３，０２０，５１８，８９９資 産 合 計

資 金 不 足 比 率会 計 の 名 称

％

－施 設 運 営 事 業 会 計

－埋 立 事 業 会 計

議 会 事 項
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近　藤　良　三
ば　ば　のりこ
直　江　弘　文
渡　辺　義　郎
久　野　浩　平
園　田　晴　夫
伊　神　邦　彦

４　公営企業会計決算特別委員会の設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可　　決
５　公営企業会計決算特別委員会委員の選任

中　川　貴　元
佐　藤　一　志
河　合　洋　介
柴　田　高　伸
玉　置　真　悟
伊　藤　辰　夫
渡　辺　房　一
うさみ　いく愛
木　藤　俊　郎
いなもと　和　仁　
岡　本　善　博
青　山　秋　男
黒　川　慶　一
山　口　清　明
横　井　五　六

　また、各決算特別委員会の委員長及び副委員長は、各委員会において互選の結果、次のとおり決定された。
　一般会計・特別会計決算特別委員会 委 員 長　　　　田　辺　雄　一　

副委員長　　　　西　川　厚　志　
　 公営企業会計決算特別委員会  　　　　　委 員 長　　　　伊　藤　辰　夫　

副委員長　　　　渡　辺　房　一　
６　平成２３年度名古屋港管理組合一般会計補正予算 原案可決
７　平成２３年度名古屋港管理組合基金特別会計補正予算 原案可決
８　土地の交換について 原案可決
９　名古屋港管理組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について　　　　　　　　　　否　　決
１０　名古屋港管理組合議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について　　　　　　　　　　原案可決
１１　平成２２年度名古屋港管理組合一般会計歳入歳出決算 閉会中継続審査
１２　平成２２年度名古屋港管理組合基金特別会計歳入歳出決算 閉会中継続審査
１３　平成２２年度名古屋港管理組合施設運営事業会計決算 閉会中継続審査
１４　平成２２年度名古屋港管理組合埋立事業会計決算 閉会中継続審査
１５　決議案（シャチの出産のための緊急受け入れについて）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可　　決
１６　各常任委員会における閉会中の継続調査について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可　　決

発行所　名古屋市港区港町１番１１号

名古屋港管理組合




